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１．研究概要 

カンボジアは、面積 181,035 km2、人口 1480 万人(2008)であり、首都プノンペン市は面積 678km2、

人口 223 万人の都市である。プノンペン市やシムリアップ州では、ごみは家庭ごみ、産業ごみ、医療

ごみの３種類に分類され、別々に収集されている。プノンペン市であっても、多くの都市ではごみは

収集されておらず、家庭ごみは川や池によく投げ捨てられ、空き地には不法投棄ごみが積み上げられ

ている。それが川の汚染の原因になり、悪臭が発生したり景観を損なったりしている。このように都

市廃棄物の不充分な管理が、伝染病を蔓延させる高いリスクをもたらしている。 

2005 年に JICA はプノンペンで廃棄物の調査を行なったが、それ以降の家庭ごみについての十分な調

査はなく、廃物マネジメントに関する市民の意識に関する報告はほとんどない。プノンペン市の家庭

ごみに関するこれらの基本情報を得ることは、廃棄物マネジメントの現状を知る上で重要であり、ま

た、最終処分量を減らすためにも市民の３Ｒへの関心を知ることは必要である。そこで、平成 24 年 9

月にプノンペン王立大学の Sour Sethy 講師の協力を得て、プノンペン市において家庭ごみの組成分析、

家庭におけるごみ排出分析、そしてアンケート調査を行った。 

本報告では、その中で家庭ごみのごみ組成分析に焦点を当てて報告する。詳細な報告は、平成 25 年

2 月に東京で開催される SWAPI 会議（太平洋アジアの廃棄物専門家会議）の論文に示される。 

 

２．交流報告 

 平成 24 年の 9 月にカンボジアを訪問し、廃棄物マネジメントの視察を行った。また平成 25 年 2 月

には、共同研究者のプノンペン王立大学 Sethy 氏が本プロジェクトの最終報告会に出席するために岡

山大学を訪問した。 

 

2.1 シムリアップ州の廃棄物マネジメントの視察 

1) 田んぼの中の最終処分場 

カンボジアでは、家庭は有価物をバイヤーに売却した後にごみを捨てる。市町村や州と契約したごみ

清掃会社は分別せずにごみを集めて最終処分場に投棄する。最終処分場は清掃会社が所有するが、市

や州が管理する。この度、プノンペン市に対して最終処分場の見学を依頼したが許可されなかった。

そこで、シムリアップ州の最終処分場の視察について報告する。  

まず、シムリアップ州の環境局事務所を訪れ、そこからトレンサップ川の近くにある最終処分場に

案内してもらった。最終処分場は田んぼの中に位置して、ほとんど埋め尽くされたような最終処分場



が覆土もされないままの状態にあった(Pigure-1).  他に新しく使う予定の最終処分場は、田んぼの中に

掘られた大きな穴であるが、そこには大量の水が入り込んでいた。州事務所の職員が言うには、ある

企業が土を使うために掘った穴を、ごみ清掃会社が購入して処分場に転用するらしい。５トンのダン

プトラックが現在使用中の最終処分場にごみを運び埋め立てている。そこではスカベンジャーがごみ

拾いをしており、彼らの家が処分場の近くに見られる（Picture-2）。最終処分場は毎年洪水の被害を

受け、ごみが流れてしまうという。実際、近くの農家にはごみが流れ着いて不満が出ているという。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Picture-1 高リスクの最終処分場：田んぼの中にあるかつて建設会社が 

土をとるために掘った穴にごみを埋め立ている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Picture-2 スカベンジャーが田んぼの中にある最終処分場の回りに住んでいる 

 

2) 湿地のごみ発生源 

シムリアップ地区では、トレンサップ湖およびトレンサップ川の周りに湿地帯が広がっており、そ

こは有名な栄養豊かな農業地域となっている。乾燥期には、湖の面積は 2700 km2 と狭く、水位は 1m

にしかならない。しかし、雨期には湖がほとんど 6 倍の 16,000 km2 にもなり、水位は最大 9m に達する。

毎年の川の氾濫を避けるために、家の多くは長い柱の上に建てられている(Picture-3)。ごみの塊が、濡

れた地面に多く残っている。住民、旅行者、そして店などがごみを投げ捨て、ごみが洪水で打ち寄せ

られるのだと思われた。河川や池の汚染の重大な原因は、不十分なごみの収集であり、市民に公的な

場所を清掃するという意識が弱いことにある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Picture-3 長い脚の上に立つ湿地の家 

 

2.2 Sethy講師の岡山大学訪問 

 平成 25 年 2 月 2 日に開催した最終報告会に共同研究者のプノンペン王立大学 Sethy 氏を招聘して、

講演を頂くとともに研究打ち合わせを行った。 

 

３．研究報告 

 平成 25 年 9 月にプノンペン市において家庭ごみの組成分析、家庭におけるごみ排出分析、そしてア

ンケート調査を行った。そのうち、家庭ごみの組成分析、家庭におけるごみ排出分析の結果から、家

庭ごみの性質についてまとめる。 

3.1 廃棄物発生量 

家庭におけるごみ排出分析の結果、有価物売却後に家庭からは1.95kg/household/dayが排出され、一人

あ た り の 排 出 量 は 0.343 kg/capita/day で あ っ た 。 こ れ は JICA の 調 査  (2005) で あ る 一 人 あ た り

0.34kg/capita/dayと近い数字となっている (Fig. 1)。しかし、JICA は2003年の家庭ごみ排出量を雨期に

0.476 kg/capita/dayとしており、乾燥期には0.498 kg/capita/dayと雨期よりも大きい (JICA, 2005)。いずれ

も、本研究の値より大きい数字となっている。Yatim(2010)の研究では、マレーシアSelangorで世帯当た

り1.70 kg/household/day, 一人当たり0.34 kg/person/dayとしており、本調査はそれに近い値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Figure 1: 家庭あたり及び一人あたりのごみ排出量 
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3.2 家庭ごみの物理組成 

 プノンペン市の家庭ごみを可燃物、不燃物、資源化物の３成分について構成を調べたものを Table.1

と Fig. 2 に示す。ドライベースで可燃物は最も多く(89.7%), 次に不燃物 (8.9%)となっており、資源

化物の割合は小さい (1.4%)。これは、Al-Khatib ら(2010)が調べたパレスチナ Nablus 地域の可燃物及

びコンポスト化できる割合 85%、生物分解性 65% と近い数字であった。Thanh ら(2010)が調べた南ベ

トナム、カント―市では 80.20%がコンポスト化可能、11.73%が資源化可能であった。プノンペン市に

おいて資源化物の割合が非常に小さい理由は、家庭で有価物を分別しているからである。  

 

Table 1: ３成分分析-水分、可燃分、灰分の割合 

 Combustible (%) C/N ratio* Ash (%) Moisture content (%) 
Household Solid Waste (to-
tal) 

26.39 20:1 9.82 63.79 

*Referred to putrescible materials only 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

 
Figure 2: 家庭ごみの組成 

3. 3 発熱量と化学組成 

Fig. 3とTable 2に示すように、生物分解性及びCN比（20:1）が高いため、コンポストや熱プロセスを

選択するのが良いと考えられる。Table 2はごみ分類ごとの構成を示しており、収入、処分量削減と環

境悪化防止の点から発生源における分別を進めるべきである。全体のごみに対して60%以上が有機物質

なのでコンポストは主要なオプションとなる。あるいは土壌改良を通して土壌をより肥沃にする方法

がある。さらに、カンボジアでは約80%以上が農家であることからも、コンポストが有効である。

JICA(2005)は可燃分を94.5%としており、本研究では90%としているので、焼却はプノンペンのごみを

処理する別のオプションとなる（Fig.2） 

Fig.3は、詳細な可燃ごみの構成であり、食品が最も多く(66.27%), 続いてプラスチック (9.81%), 

その他 (8.15%), そして紙 (4.55%)となった。発熱量はボンブ熱量計で測定したところ1,569 kcal/kg

となった。発熱量は日本のごみと比べて小さいが、焼却には十分であることがわかった。 
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Figure 3:可燃ごみの組成割合 

 
Table 2: 化学組成、及び水、灰、可燃物 

 Waste 
Categories 

Chemical Content Moisture 
(%) 

Ash 
(%) 

Combustible 
(%) C% H% N% S & 

O % 
Combustible Food 41.49 5.45 1.87 51.18 78.37 11.11 10.52 

Garden 27.89 5.07 2.73 54.89 76.58 8.33 15.09 
Paper 33.45 4.68 0.02 61.85 47.30 15.57 37.13 
PET bottle 68.52 6.97 0.12 24.39 31.50 0.16 68.34 
Plastic 69.93 20.34 0.10 9.63 20.40 5.98 73.62 
Textiles 60.95 5.93 0.59 32.53 43.60 4.47 51.93 
Wood 46.88 5.92 0.36 46.84 28.70 1.94 69.36 
Others 48.15 6.33 1.31 44.21 68.23 12.95 18.82 

Non-
combustible 

Aluminum - - - - 10.60 - - 
Metal - - - - 5.10 - - 
Glass - - - - 3.20 - - 

 
 

４．今後の計画 

カンボジアの廃棄物マネジメントに収集や処分に多くの問題を抱えている。都市化の一方で、ごみ

の収集が能力を超えている。観光客が集まる都市の中央ではきれいになっているが、一歩街中に入る

とごみが川や池に捨てられていたり、空き地にごみ山が見られたりする。そのため、ごみが管理でき

ていない問題と水の汚染問題は切り離せなくなっている。また、洪水によるごみの散乱が問題として

ある。現在のカンボジアでは、廃棄物マネジメントに関するデータが不足している。そのため、ごみ

組成の調査やごみ発生に関する統計データ、および廃棄物の収集業者である CINTRI から現状のマネジ

メントの情報を収集し、廃棄物マネジメントの改善を探りたいと考えている。 
 

５．活動資料 
 本プロジェクトの研究成果は、すでに平成25年2月28日に東京で開催されたSWAPI国際会議において

発表ししている。 
Mongtoeun Y., T. Fujiwara, S. Sethy, A Study on Household Solid Waste Characteristics in Phnom Penh City, 

CAMBODIA, SWAPI Meeting, 4 pages, Tokyo, 2013/02/28 
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